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学
区
連
合
大
運
動
会

　
5
月
下
旬
に
小
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
準
備
・
競
技
・
後
片
付
け
を
協
力

し
て
実
施
す
る
こ
と
は
、
と
か
く
繋
が
り
の

薄
く
な
り
が
ち
な
昨
今
、
素
晴
ら
し
い
試
み

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
最
近
で
は
、万
国
旗
と
共
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」

を
揚
げ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
鯉
が
5
月

の
青
空
に
泳
ぎ
、
見
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
に

は
満
面
の
笑
み
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
運
動
会
は
、
市
民
体
育
祭
の
選
手
選
考
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
第
3

ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
賞
状
・

優
勝
旗
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
宇
頭
公
民
館
・
西

本
郷
公
民
館
・
矢
西
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
期

間
を
設
け
て
展
示
し
ま
し
た
。

学
区
防
災
・
避
難
訓
練

　
近
年
、
各
地
で
地
震
や
津
波
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

災
害
が
多
発
し
、
東
海
地
震
も
遠
か
ら
ず
発
生
す
る
と

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
屋
外
で

の
訓
練
に
加
え
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
所
を
開
設

し
、
け
が
人
の
応
急
処
置
や
運
搬
法
、
簡
易
ト
イ
レ
の

作
り
方
や
個
別
ス
ペ
ー
ス
の
展
示
等
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
中
学
生
も
参
加
し
、
体
験
を
通
し
て

防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
区
敬
老
会

　
高
齢
者
一
人
一
人
に
小
学
校
1
・

2
年
生
が
付
き
、
肩
た
た
き
を
し
た

り
折
り
紙
や
手
紙
を
渡
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
小
学
生
の

交
流
は
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
音
楽
部
の
発
表
や

各
種
団
体
の
舞
踊
、
大
正
琴
の
演
奏

な
ど
の
余
興
も
披

露
さ
れ
、
大
好
評

で
す
。

学
区
盆
踊
り
大
会

　
毎
年
8
月
12
・
13
日
に
開
催
さ
れ
る
盆
踊
り

大
会
は
、
8
月
初
め
の
や
ぐ
ら
組
み
立
て
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
準
備
開
始
は
朝
6
時
。
体
育
振

興
会
を
中
心
に
各
種
団
体
か
ら
50
人
前
後
が
集

ま
り
、
手
際
よ
く
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
完

成
は
一
日
が
か
り
、
設
計
図
は
毎
年
引
き
継
が

れ
ま
す
。
照
明
や
電
気
設
備
も
学
区
民
の
協
力

を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
後
半
か
ら
は
盆
踊
り
の
練
習
会
。
伴
奏

の
太
鼓
も
受
け
継
が
れ
ま
す
。
広
報
・
啓
発
に

は
看
板
や
回
覧
板
の
ほ
か
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
付

け
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
岡
崎
城
西
高
校
和
太
鼓
部
の
迫
力

あ
る
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
グ
レ
ー
ト
家
康

公
「
葵
」
武
将
隊
の
演
武
、
仮
装
大
会
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
約
千
人
の

住
民
が
参
加
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
地
域

の
大
切
な
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

宇　
頭

西
本
郷

矢
作
西
学
区

ま
ち
の
た
か
ら
も
の

1 宇頭神明社の拝殿　2 13の末社
3 毎月3日に行われる月次祭
4 参道の桜並木　5 奉納手筒花火

私
た
ち
の
学
区
は
西
本
郷
と
宇
頭
、
二
つ
の
地
区
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

学
区
民
の
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

大
切
に
さ
れ
て
い
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

多
彩
な
地
域
活
動

大
日
堂
と
大
日
如
来
坐
像

宇
頭
神
明
社

学  区

矢作西学区連合
大運動会

1

2

4

5

3
和志取神社の東に建つ大日堂

木
造
聖
観
世
音
菩
薩
立
像

木造金剛界
大日如来坐像

　
宇
頭
町
の
鎮
守
と
し
て
崇
敬
さ

れ
る
神
社
で
す
。

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

天
照
大
御
神
を

主
祭
神
と
し
、

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

日
本
武
尊
と

き
い
り

気
入

ひ
こ
の
み
こ
と

彦
命
を
併
祀
。
奈
良
時
代
の
7
1
5

年
ご
ろ
別
の
地
に
建
立
さ
れ
、
江
戸

時
代
の
1
7
8
8
年
（
天
明
8
）
ご

ろ
今
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
明
社
本
社
の
隣
に
は
、

て
ん
ま
し
ゃ

天
満
社
、

し
ゃ
ぐ
ち
し
ゃ

社
口
社
、
い
な
り
し
ゃ

稲
荷
社
、
つ
し
ま
し
ゃ

津
島
社
、

や
ま
の
か
み
し
ゃ

山
神
社
、
わ
か
み
や
し
ゃ

若
宮
社
、
く
ま
の
し
ゃ

熊
野
社
、

 

み
た
て
し
ゃ

御
立
社
、
え
や
み
じ
ん
じ
ゃ

疫
神
社
、
も
も
さ
く
ら
ひ
め
し
ゃ

桃
桜
姫
社
、

こ
ん
ぴ
ら
し
ゃ

金
比
羅
社
、
く
ら
ま
し
ゃ

鞍
馬
社
、
あ
き
ば
じ
ん
じ
ゃ

秋
葉
神
社
の

13
末
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
頭
神
明
社
参
道
の
桜
並
木
は
、

紀
元
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
翌

1
9
4
1
年
（
昭
和
16
）
に
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
市
民
ホ
ー
ム
と
宇

頭
公
園
が
隣
接
し
て
お
り
、
毎
年

10
月
3
日
の
大
祭
に
は
こ
の
参
道

に
多
く
の
屋
台
が
並
び
、
華
栄
会

に
よ
る
奉
納
手
筒
花
火
が
盛
大
に

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
本
郷
町
の
大
日
堂
に
は
、
岡
崎

市
指
定
文
化
財
の
「
木
造

こ
ん
ご
う
か
い

金
剛
界

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

大
日
如
来
坐
像
」
や
「
木
造

し
ょ
う
か
ん
ぜ

聖
観
世

 

お
ん
ぼ 

音
菩 

さ
つ
り
つ
ぞ
う

薩
立
像
」
を
は
じ
め
、
い
く
つ

か
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仏

像
の
多
く
は
、
明
治
時
代
以
前
ま
で

は
和
志
取
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
維
新
後
の
神
仏
分
離

令
に
よ
り
、
一
時
は
蓮
華
寺
に
移
さ

れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
れ
以
後
、
近
隣
で
災

難
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
1
8
9
1

年
（
明
治
24
）
に
地
域
の
人
々
の
手

で
新
た
に
和
志
取
神
社
東
に
大
日
堂

を
建
て
、
仏
像
を
移
し
て
安
置
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
町
内
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
大
切
に
維
持
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
仏
像
の
虫
食
い
に
よ
る

破
損
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
2
0
1
1
年
（
平

成
23
）
に
大
日
如
来
座
像
の
大
修

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆踊り仮装大会

盆踊りのやぐら組み立て

小学生から肩叩きの
プレゼント

簡易トイレの設置方法を学ぶ

担架によるけが人運搬の訓練

67
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□人　口 6,462人
 男性 3,368人
 女性 3,094人
□世帯数 2,626世帯
□面　積 1.93㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

碧
海
郡
宇
頭
村
が
志
貴
村
に
、
碧
海
郡
西
本
郷
村
が
本
郷
村
に
な
る

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

碧
海
郡
矢
作
町
発
足
、
大
字
宇
頭
、
大
字
西
本
郷
と
な
る

一
九
二
三
年
▪
大
正
12 

愛
知
電
気
鉄
道
の
宇
頭
駅
が
開
業

一
九
二
四
年
▪
大
正
13 

矢
作
第
一
尋
常
小
学
校
が
開
校

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

和
志
山
古
墳
が 

い

さ

き 

五
十
狭 

城 

い
り
ひ
こ
の
み
こ

入
彦
皇
子（

き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

気
入
彦
命
）
の
御
墓
と
治
定
さ
れ
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

矢
作
町
立
矢
作
西
小
学
校
と
な
る

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

碧
海
郡
矢
作
町
が
岡
崎
市
に
編
入
、
岡
崎
市
立
矢
作
西
小
学
校
と
な
る

 

和
志
取
神
社
の
新
し
い
拝
殿
が
完
工

一
九
六
〇
年
▪
昭
和
35 

柿
碕
、
尾
崎
、
宇
頭
茶
屋
、
橋
目
西
地
区
が
安
城
市
に
編
入 

 

市
営
東
山
住
宅
、
和
志
山
住
宅
が
人
口
対
策
と
し
て
作
ら
れ
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

矢
作
西
保
育
園
が
開
園

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

矢
作
西
交
友
会
が
発
足

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

西
本
郷
町
公
民
館
が
完
工

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

釡
ノ
口
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
宇
頭
南
町
が
誕
生

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

北
裏
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
宇
頭
北
町
が
誕
生
。
宇
頭
町
公
民
館
が
完
工

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

矢
作
西
小
学
校
の
旧
校
長
室
を
移
築
、資
料
を
展
示
す
る「

こ
う
せ
い
か
ん

江
西
館
」
と
な
る

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

矢
作
西
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
完
工

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

矢
作
西
学
区
こ
ど
も
の
家
が
完
工

一
九
九
〇
年
▪
平
成
2 

宇
頭
神
明
社
に
13
社
の
末
社
拝
殿
を
造
営

一
九
九
一
年
▪
平
成
3 

矢
作
西
小
学
校
が
全
日
本
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

 

特
選
受
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）、
日
本
一
と
な
る

一
九
九
六
年
▪
平
成
8 

矢
作
西
小
学
校
が
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
活
動
を
開
始

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

宇
頭
公
園
が
完
工

二
〇
〇
一
年
▪
平
成
13 

矢
作
西
小
学
校
が
鹿
乗
川
清
掃
奉
仕
活
動
を
開
始 

 

家
下
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
宇
頭
東
町
が
誕
生

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

矢
作
西
小
学
校
が
緑
化
運
動
功
労
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17 

矢
作
西
学
区
防
犯
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足 

 

矢
作
西
学
区
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
が
完
工

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

和
志
取
神
社
神
楽
保
存
会
か
ら
「
こ
ど
も
神
楽
」
に
変
わ
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

薬
王
寺
の
庫
裡
が
新
築

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

矢
作
西
小
学
校
に
新
プ
ー
ル
が
完
工
。
安
城
市
の
あ
ん
く
る
バ
ス
の
学
区
乗
入
れ
が
開
始

矢
作
西
学
区 

ま
ち
の
な
り
た
ち

　
矢
作
西
学
区
に
は
、
古
代
天
皇
の
皇
子  

い　

さ

五
十 　

 

き　
狭 

城  

い
り
ひ
こ
の
み
こ

入
彦
皇
子
の
御

墓
と
さ
れ
る
「
和
志
山
古
墳
」
ほ
か
、
多
く
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

古
代
、
わ
た
し
た
ち
の
学
区
は
、
こ
の
皇
子
を
主
に
い
た
だ
く
豪

族
の
根
拠
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
は
宇

頭
北
町
の
薬
王
寺
が
『
ほ
ん
ち
ょ
う
も
ん
ず
い

本
朝
文
粋
』
に
記
述
さ
れ
、
ま
た
西
本
郷

町
に
は
立
派
な
大
日
如
来
像
が
造
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
地
に
は
文

化
が
花
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
中
世
の
武
士
の
時
代
に
な
る
と
、
交
通
の
要
所
で

あ
っ
た
こ
の
地
域
は
、
平
安
時
代
末
の
源
平
の
争
い
、
室
町
時

代
の
南
北
朝
の
争
い
、
戦
国
時
代
の
織
田
・
今
川
の
戦
い
に
よ
り
、

兵
火
で
焼
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
と
な
り
平
和
が
訪
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
学
区
は
、

天
領
、岡
崎
藩
領
、旗
本
の
知
行
地
領
と
寺
領
に
分
割
さ
れ
、人
々

は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に
年
貢
を
納
め
る
と
い
う
生
活
が
続
き
ま

し
た
。

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
そ
の
分
割
の
影
響
が
残
り
、
現
在
の

学
区
が
確
定
し
た
の
は
1
9
6
0
年
（
昭
和
35
）
で
す
。
私
た

ち
は
古
代
に
花
開
い
た
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
れ
を
受
け
継

い
で
、
心
豊
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
学
区
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

矢
作
西
学
区
の
あ
ゆ
み

薬王寺／行基による開山と伝わる古刹。中世の戦乱で
焼け、江戸時代に現在地に再建された

新旧の名鉄宇頭駅／左は現在の名鉄宇頭駅。右は昭和30年頃 新旧の東海道／左は現在の国道１号。右は昭和10年頃。宇頭町の大堀クリニック付近から西方を眺めたもの。
昔と比べると道幅が大きく拡張されている

西本郷町の田園風景／ビニールハウスでは
イチゴ、ナスが栽培されている

現・市営和志山荘／奥に現・市営東山荘も
見える

和志取神社／祭神は五十狭城入彦皇子。古くより守り神と して崇敬されている。
年4回の大祭では浦安の舞などが奉納される

和志山古墳／4世紀末頃に築造された全長約60ｍの前方後円墳。
五十城入彦皇子の御墓として宮内庁が管理
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学
区
連
合
大
運
動
会

　
5
月
下
旬
に
小
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
準
備
・
競
技
・
後
片
付
け
を
協
力

し
て
実
施
す
る
こ
と
は
、
と
か
く
繋
が
り
の

薄
く
な
り
が
ち
な
昨
今
、
素
晴
ら
し
い
試
み

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
最
近
で
は
、万
国
旗
と
共
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」

を
揚
げ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
鯉
が
5
月

の
青
空
に
泳
ぎ
、
見
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
に

は
満
面
の
笑
み
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
運
動
会
は
、
市
民
体
育
祭
の
選
手
選
考
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
第
3

ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
賞
状
・

優
勝
旗
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
宇
頭
公
民
館
・
西

本
郷
公
民
館
・
矢
西
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
期

間
を
設
け
て
展
示
し
ま
し
た
。

学
区
防
災
・
避
難
訓
練

　
近
年
、
各
地
で
地
震
や
津
波
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

災
害
が
多
発
し
、
東
海
地
震
も
遠
か
ら
ず
発
生
す
る
と

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
屋
外
で

の
訓
練
に
加
え
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
所
を
開
設

し
、
け
が
人
の
応
急
処
置
や
運
搬
法
、
簡
易
ト
イ
レ
の

作
り
方
や
個
別
ス
ペ
ー
ス
の
展
示
等
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
中
学
生
も
参
加
し
、
体
験
を
通
し
て

防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
区
敬
老
会

　
高
齢
者
一
人
一
人
に
小
学
校
1
・

2
年
生
が
付
き
、
肩
た
た
き
を
し
た

り
折
り
紙
や
手
紙
を
渡
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
小
学
生
の

交
流
は
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
音
楽
部
の
発
表
や

各
種
団
体
の
舞
踊
、
大
正
琴
の
演
奏

な
ど
の
余
興
も
披

露
さ
れ
、
大
好
評

で
す
。

学
区
盆
踊
り
大
会

　
毎
年
8
月
12
・
13
日
に
開
催
さ
れ
る
盆
踊
り

大
会
は
、
8
月
初
め
の
や
ぐ
ら
組
み
立
て
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
準
備
開
始
は
朝
6
時
。
体
育
振

興
会
を
中
心
に
各
種
団
体
か
ら
50
人
前
後
が
集

ま
り
、
手
際
よ
く
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
完

成
は
一
日
が
か
り
、
設
計
図
は
毎
年
引
き
継
が

れ
ま
す
。
照
明
や
電
気
設
備
も
学
区
民
の
協
力

を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
後
半
か
ら
は
盆
踊
り
の
練
習
会
。
伴
奏

の
太
鼓
も
受
け
継
が
れ
ま
す
。
広
報
・
啓
発
に

は
看
板
や
回
覧
板
の
ほ
か
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
付

け
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
岡
崎
城
西
高
校
和
太
鼓
部
の
迫
力

あ
る
演
奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
グ
レ
ー
ト
家
康

公
「
葵
」
武
将
隊
の
演
武
、
仮
装
大
会
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
約
千
人
の

住
民
が
参
加
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
地
域

の
大
切
な
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

宇　
頭

西
本
郷

矢
作
西
学
区

ま
ち
の
た
か
ら
も
の

1 宇頭神明社の拝殿　2 13の末社
3 毎月3日に行われる月次祭
4 参道の桜並木　5 奉納手筒花火

私
た
ち
の
学
区
は
西
本
郷
と
宇
頭
、
二
つ
の
地
区
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

学
区
民
の
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

大
切
に
さ
れ
て
い
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

多
彩
な
地
域
活
動

大
日
堂
と
大
日
如
来
坐
像

宇
頭
神
明
社

学  区

矢作西学区連合
大運動会

1

2

4

5

3
和志取神社の東に建つ大日堂

木
造
聖
観
世
音
菩
薩
立
像

木造金剛界
大日如来坐像

　
宇
頭
町
の
鎮
守
と
し
て
崇
敬
さ

れ
る
神
社
で
す
。

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

天
照
大
御
神
を

主
祭
神
と
し
、

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

日
本
武
尊
と

き
い
り

気
入

ひ
こ
の
み
こ
と

彦
命
を
併
祀
。
奈
良
時
代
の
7
1
5

年
ご
ろ
別
の
地
に
建
立
さ
れ
、
江
戸

時
代
の
1
7
8
8
年
（
天
明
8
）
ご

ろ
今
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
明
社
本
社
の
隣
に
は
、

て
ん
ま
し
ゃ

天
満
社
、

し
ゃ
ぐ
ち
し
ゃ

社
口
社
、
い
な
り
し
ゃ

稲
荷
社
、
つ
し
ま
し
ゃ

津
島
社
、

や
ま
の
か
み
し
ゃ

山
神
社
、
わ
か
み
や
し
ゃ

若
宮
社
、
く
ま
の
し
ゃ

熊
野
社
、

 

み
た
て
し
ゃ

御
立
社
、
え
や
み
じ
ん
じ
ゃ

疫
神
社
、
も
も
さ
く
ら
ひ
め
し
ゃ

桃
桜
姫
社
、

こ
ん
ぴ
ら
し
ゃ

金
比
羅
社
、
く
ら
ま
し
ゃ

鞍
馬
社
、
あ
き
ば
じ
ん
じ
ゃ

秋
葉
神
社
の

13
末
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
頭
神
明
社
参
道
の
桜
並
木
は
、

紀
元
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
翌

1
9
4
1
年
（
昭
和
16
）
に
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
市
民
ホ
ー
ム
と
宇

頭
公
園
が
隣
接
し
て
お
り
、
毎
年

10
月
3
日
の
大
祭
に
は
こ
の
参
道

に
多
く
の
屋
台
が
並
び
、
華
栄
会

に
よ
る
奉
納
手
筒
花
火
が
盛
大
に

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
本
郷
町
の
大
日
堂
に
は
、
岡
崎

市
指
定
文
化
財
の
「
木
造

こ
ん
ご
う
か
い

金
剛
界

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

大
日
如
来
坐
像
」
や
「
木
造

し
ょ
う
か
ん
ぜ

聖
観
世

 

お
ん
ぼ 

音
菩 

さ
つ
り
つ
ぞ
う

薩
立
像
」
を
は
じ
め
、
い
く
つ

か
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仏

像
の
多
く
は
、
明
治
時
代
以
前
ま
で

は
和
志
取
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
維
新
後
の
神
仏
分
離

令
に
よ
り
、
一
時
は
蓮
華
寺
に
移
さ

れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
れ
以
後
、
近
隣
で
災

難
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
1
8
9
1

年
（
明
治
24
）
に
地
域
の
人
々
の
手

で
新
た
に
和
志
取
神
社
東
に
大
日
堂

を
建
て
、
仏
像
を
移
し
て
安
置
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
町
内
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
大
切
に
維
持
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
仏
像
の
虫
食
い
に
よ
る

破
損
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
2
0
1
1
年
（
平

成
23
）
に
大
日
如
来
座
像
の
大
修

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆踊り仮装大会

盆踊りのやぐら組み立て

小学生から肩叩きの
プレゼント

簡易トイレの設置方法を学ぶ

担架によるけが人運搬の訓練

67
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□人　口 6,462人
 男性 3,368人
 女性 3,094人
□世帯数 2,626世帯
□面　積 1.93㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

碧
海
郡
宇
頭
村
が
志
貴
村
に
、
碧
海
郡
西
本
郷
村
が
本
郷
村
に
な
る

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

碧
海
郡
矢
作
町
発
足
、
大
字
宇
頭
、
大
字
西
本
郷
と
な
る

一
九
二
三
年
▪
大
正
12 

愛
知
電
気
鉄
道
の
宇
頭
駅
が
開
業

一
九
二
四
年
▪
大
正
13 

矢
作
第
一
尋
常
小
学
校
が
開
校

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

和
志
山
古
墳
が 

い

さ

き 

五
十
狭 

城 

い
り
ひ
こ
の
み
こ

入
彦
皇
子（

き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

気
入
彦
命
）
の
御
墓
と
治
定
さ
れ
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

矢
作
町
立
矢
作
西
小
学
校
と
な
る

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

碧
海
郡
矢
作
町
が
岡
崎
市
に
編
入
、
岡
崎
市
立
矢
作
西
小
学
校
と
な
る

 

和
志
取
神
社
の
新
し
い
拝
殿
が
完
工

一
九
六
〇
年
▪
昭
和
35 

柿
碕
、
尾
崎
、
宇
頭
茶
屋
、
橋
目
西
地
区
が
安
城
市
に
編
入 

 

市
営
東
山
住
宅
、
和
志
山
住
宅
が
人
口
対
策
と
し
て
作
ら
れ
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

矢
作
西
保
育
園
が
開
園

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

矢
作
西
交
友
会
が
発
足

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

西
本
郷
町
公
民
館
が
完
工

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

釡
ノ
口
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
宇
頭
南
町
が
誕
生

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

北
裏
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
宇
頭
北
町
が
誕
生
。
宇
頭
町
公
民
館
が
完
工

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

矢
作
西
小
学
校
の
旧
校
長
室
を
移
築
、資
料
を
展
示
す
る「

こ
う
せ
い
か
ん

江
西
館
」
と
な
る

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

矢
作
西
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
完
工

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

矢
作
西
学
区
こ
ど
も
の
家
が
完
工

一
九
九
〇
年
▪
平
成
2 

宇
頭
神
明
社
に
13
社
の
末
社
拝
殿
を
造
営

一
九
九
一
年
▪
平
成
3 

矢
作
西
小
学
校
が
全
日
本
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

 

特
選
受
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）、
日
本
一
と
な
る

一
九
九
六
年
▪
平
成
8 

矢
作
西
小
学
校
が
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
活
動
を
開
始

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

宇
頭
公
園
が
完
工

二
〇
〇
一
年
▪
平
成
13 

矢
作
西
小
学
校
が
鹿
乗
川
清
掃
奉
仕
活
動
を
開
始 

 

家
下
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
宇
頭
東
町
が
誕
生

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

矢
作
西
小
学
校
が
緑
化
運
動
功
労
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17 

矢
作
西
学
区
防
犯
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足 

 

矢
作
西
学
区
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
が
完
工

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

和
志
取
神
社
神
楽
保
存
会
か
ら
「
こ
ど
も
神
楽
」
に
変
わ
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

薬
王
寺
の
庫
裡
が
新
築

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

矢
作
西
小
学
校
に
新
プ
ー
ル
が
完
工
。
安
城
市
の
あ
ん
く
る
バ
ス
の
学
区
乗
入
れ
が
開
始

矢
作
西
学
区 

ま
ち
の
な
り
た
ち

　
矢
作
西
学
区
に
は
、
古
代
天
皇
の
皇
子  

い　

さ

五
十 　

 

き　
狭 

城  

い
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薬王寺／行基による開山と伝わる古刹。中世の戦乱で
焼け、江戸時代に現在地に再建された

新旧の名鉄宇頭駅／左は現在の名鉄宇頭駅。右は昭和30年頃 新旧の東海道／左は現在の国道１号。右は昭和10年頃。宇頭町の大堀クリニック付近から西方を眺めたもの。
昔と比べると道幅が大きく拡張されている

西本郷町の田園風景／ビニールハウスでは
イチゴ、ナスが栽培されている

現・市営和志山荘／奥に現・市営東山荘も
見える

和志取神社／祭神は五十狭城入彦皇子。古くより守り神と して崇敬されている。
年4回の大祭では浦安の舞などが奉納される

和志山古墳／4世紀末頃に築造された全長約60ｍの前方後円墳。
五十城入彦皇子の御墓として宮内庁が管理
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